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出会い・ふれあい出出出出会会会いいい・・・ふふれれれあああいい

　川嶋さんは経営コンサルタントの国家資格で
ある中小企業診断士で、県内の中小企業を支援
する（公財）ふくい産業支援センターにお勤め
です。
　中小企業診断士の全国協会が主催する平成27
年度の経営革新支援事例論文発表にて、全国１
位となる中小企業庁長官賞を受賞されました。
　川嶋さんは「支援機関診断士のチームによる
ハンズオン経営革新支援～福井モデルの提案
～」と題し、商工会議所など県内の商工業支援
機関が研修の一環として連携し、個別企業の支
援を行った「企業支援チーム」による経営革新
支援の取り組みを発表しました。
　川嶋さんがリーダーとなって、地域の活性化
を担う梅酒メーカーの新商品開発や販路開拓に
寄り添いつつ支援し、自社ブランド商品の売上
や利益率の大幅アップをもたらした成果や、成
果を生んだ要因、プレゼン力が評価され、福井

県からは初
めての受賞
となりまし
た。
　別の組織
に勤めるメ
ンバーが連携して一つの企業を支援するという
「福井モデル」が成功した要因は、それぞれの組
織を背負う緊張感がある一方、日常業務のしが
らみを離れて仲間たちと能力を発揮しあえる楽
しさがあったこと、また、各支援機関の支援策
をフルに使えたことだそうです。
　この成功を受けて川嶋さんは「中小企業診断
士が経営に役立つ存在だと広く知ってもらいた
い」「福井県の中小企業診断士も全国レベルとい
うことを示し、安心して使ってもらえるように」
「観光の産業化など、勝山のまちづくりに役立つ
仕事で貢献したい」と抱負を語っていました。

川
かわ
 嶋
しま
 正
まさ
 己
き
 さん（48）

＝旭町１丁目＝

ビジネスの成功はまちの活性化に繋がる
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12
月
定
例
市
議
会
が
12
月
２
日

か
ら
12
月
17
日
ま
で
の
日
程
で
開

か
れ
、
次
の
議
案
な
ど
が
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

決
ま
っ
た
内
容

◆
補
正
予
算

　

主
な
内
容
と
し
て
職
員
人
件

費
、
街
路
灯
維
持
等
補
助
金
、
特

色
あ
る
地
域
づ
く
り
事
業
費
、
地

域
農
業
確
立
支
援
事
業
費
、
森
林

組
合
補
助
金
、
商
工
会
議
所
補
助

金
、
無
料
公
衆
無
線
Ｌ
Ａ
Ｎ
（
Ｗ

ｉｰ

Ｆ
ｉ
）
整
備
事
業
費
、
観
光

事
務
諸
経
費
、
消
防
団
活
動
費
、

新
体
育
館
管
理
運
営
費
で
一
般
会

計
か
ら
５
１
０
万
８
千
円
を
減
額

し
、
総
額
を
１
３
０
億
６
５
２
６

万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

12月定例議会

ン
グ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
都
市
公
園
条
例

◆
そ
の
他

　

平
成
26
年
度　

勝
山
市
歳
入
歳

出
決
算
の
認
定
に
つ
い
て
（
継
続

審
査
事
件
）
を
認
定
、
平
成
26
年

度　

勝
山
市
水
道
事
業
会
計
利
益

の
処
分
及
び
決
算
の
認
定
に
つ
い

て
（
継
続
審
査
事
件
）
を
可
決
な

ら
び
に
認
定
し
ま
し
た
。

　

勝
山
市
滞
在
型
コ
ン
ベ
ン
シ
ョ

ン
施
設
「
勝
山
ニ
ュ
ー
ホ
テ
ル
」

の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ
い

て
、
勝
山
温
泉
セ
ン
タ
ー
「
水
芭

蕉
」
の
指
定
管
理
者
の
指
定
に
つ

い
て
、
字
の
区
域
の
変
更
に
つ
い

て
お
よ
び
年
金
積
立
金
の
専
ら
被

保
険
者
の
利
益
の
た
め
の
安
全
か

つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書

に
つ
い
て
を
可
決
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
年
金
積
立
金
の
専
ら
被

保
険
者
の
利
益
の
た
め
の
安
全
か

つ
確
実
な
運
用
に
関
す
る
意
見
書

の
採
択
を
求
め
る
陳
情
書
（
継
続

審
査
事
件
）
は
、
一
部
採
択
と
な

り
ま
し
た
。

◆
委
員
の
任
命

　

勝
山
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任

命
に
つ
い
て
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
井
克
己 

氏
（
郡
町
２
）

　

ま
た
、下
水
道
事
業
特
別
会
計
、

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
、

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
、
介
護

保
険
特
別
会
計
な
ど
７
つ
の
特
別

会
計
で
合
わ
せ
て
３
２
５
２
万
６

千
円
を
増
額
し
、
77
億
１
６
０
３

万
９
千
円
と
し
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
水
道
事
業
会
計
の
企

業
会
計
で
82
万
１
千
円
を
増
額

し
、
７
億
１
６
９
２
万
３
千
円
と

し
ま
し
た
。

◆
条
例
な
ど

　

条
例
は
、
制
定
１
件
、
廃
止
１

件
、
一
部
改
正
５
件
が
可
決
さ
れ

ま
し
た
。

制
定
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
行
政
手
続
に
お
け
る
特

定
の
個
人
を
識
別
す
る
た
め
の

番
号
の
利
用
に
関
す
る
条
例

廃
止
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド

の
利
用
に
関
す
る
条
例
を
廃
止

す
る
条
例

一
部
改
正
さ
れ
た
条
例

• 

勝
山
市
子
ど
も
の
た
め
の
教

育
・
保
育
に
係
る
利
用
者
負
担

額
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
立
学
校
の
設
置
及
び
管

理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
体
育
施
設
の
設
置
及
び

管
理
に
関
す
る
条
例

• 

勝
山
市
林
業
者
健
康
ト
レ
ー
ニ

冬の風物詩冬の風物詩

勝山年の市勝山年の市
と　き　１月31日（日）
　　　　午前８時30分～午後2時

ところ　本町通り

出店数　48店（木工品、鯖の熟れ鮨し など）

　　問　勝山本町通り商店街振興組合
　　　　　☎090 ｰ 8269 ｰ 8529
　　　　勝山商工会議所　☎88 ｰ 0463

平成平成2727年度一般会計年度一般会計
補正予算などを可決補正予算などを可決

今年はまちセリを開催！
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「“まち”を整備し、“ひと”が集まり、「“まち”を整備し、“ひと”が集まり、
“しごと”につながる“しごと”につながる

　真の『勝山市の創生』の実現」を　真の『勝山市の創生』の実現」を
目指して目指して

勝山市長　山　岸　正　裕

の
創
生
」
を
実
現
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
1
点
目
は
、「
道
の
駅
」
の

整
備
で
す
。

　
「
豊
か
な
自
然
環
境
・
地
域
資
源

を
生
か
し
た
産
業
の
観
光
化
に
資
す

る
施
設
で
あ
る
こ
と
」
お
よ
び
「
中

部
縦
貫
自
動
車
道
勝
山
I
C
を
利
用

す
る
観
光
客
に
勝
山
市
や
福
井
県
全

体
の
観
光
情
報
・
魅
力
発
信
の
拠
点

で
あ
る
こ
と
」
と
い
う
コ
ン
セ
プ
ト

の
も
と
市
民
に
と
っ
て
も
利
便
性
の

あ
る
道
の
駅
に
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

2
点
目
は
、
明
治
37
年
に
建
設
さ

れ
た
旧
料
亭
「
花
月
楼
」
の
活
用
で

す
。

　

観
光
の
産
業
化
を
め
ざ
す
重
要
な

拠
点
と
し
て
、
こ
の
「
花
月
楼
」
は

民
間
活
力
を
主
体
と
し
た
「
ま
ち
づ

く
り
会
社
」
に
よ
る
ま
ち
な
か
観
光

に
お
け
る
食
と
文
化
の
拠
点
と
し
て

保
存
活
用
し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。

　

3
点
目
と
し
て
、
長
尾
山
総
合
公

園
再
整
備
事
業
の
更
な
る
推
進
で

す
。

　

繁
忙
期
の
渋
滞
対
策
に
対
応
す
る

「
長
尾
山
総
合
公
園
・
か
つ
や
ま
恐

竜
の
森
」
の
抜
本
的
な
再
整
備
事
業

は
、
県
が
目
指
す
恐
竜
博
物
館
来
館

者
１
０
０
万
人
構
想
実
現
の
た
め
に

は
県
と
課
題
を
共
有
し
て
、
同
じ

テ
ー
ブ
ル
で
話
せ
る
よ
う
な
関
係
を

作
っ
て
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー

ク
は
、
平
成
25
年
の
11
月
に
2
年
の

条
件
付
き
再
認
定
と
な
り
、
昨
年
の

11
月
に
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
委
員
会
尾

池
委
員
長
ほ
か
2
人
の
審
査
員
に
よ

る
再
認
定
審
査
を
受
け
ま
し
た
。

　

指
摘
さ
れ
た
す
べ
て
の
課
題
に
対

し
て
市
民
と
行
政
の
積
極
的
な
取
り

組
み
が
評
価
を
さ
れ
て
、
最
終
審
査

の
結
果
、「
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再

認
定
す
る
」
と
い
う
結
果
を
日
本
ジ

オ
パ
ー
ク
委
員
会
よ
り
い
た
だ
き
大

変
う
れ
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
ジ
オ
パ
ー
ク
の
取
り
組
み

は
ユ
ネ
ス
コ
の
正
式
プ
ロ
グ
ラ
ム
と

な
り
、
こ
れ
に
よ
り
ジ
オ
パ
ー
ク

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
更
に
強
固
な
も
の

と
な
っ
た
と
こ
ろ
で
す
。
今
後
も
市

民
の
皆
さ
ま
が
主
体
と
な
っ
て
誇
れ

る
地
域
の
遺
産
を
次
世
代
に
確
実
に

継
承
し
て
い
く
た
め
、
ジ
オ
パ
ー
ク

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
更
に
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

　

教
育
の
重
点
課
題
へ
の
取
り
組
み

方
針
を
示
す
「
教
育
大
綱
」
を
昨
年

10
月
に
策
定
し
ま
し
た
。

　

教
育
委
員
会
と
連
携
を
密
に
す
る

た
め
に
設
置
し
た「
総
合
教
育
会
議
」

に
お
い
て
協
議
を
重
ね
、学
校
教
育
、

生
涯
学
習
、
文
化
・
歴
史
、
ス
ポ
ー

ツ
の
4
分
野
に
お
け
る
基
本
方
針
と

施
策
を
取
り
ま
と
め
た
と
こ
ろ
で

す
。

　

こ
れ
か
ら
の
時
代
を
担
う
次
世
代

の
育
成
に
関
し
て
は
、
グ
ロ
ー
バ
ル

社
会
で
活
躍
す
る
た
め
の
多
様
な
力

を
養
い
、
そ
の
一
環
と
し
て
「
話
せ

る
英
語
」
を
重
視
し
た
教
育
を
進
め

て
い
き
ま
す
。

　

ま
た
、「
か
つ
や
ま
っ
子
応
援
プ

ラ
ン
」
の
実
践
な
ど
に
よ
り
、
健
全

な
人
間
性
を
涵
養
す
る
と
と
も
に
、

子
ど
も
の
頃
か
ら
四
季
折
々
の
豊
か

な
自
然
に
触
れ
る
体
験
活
動
を
促

し
、
た
く
ま
し
く
生
き
る
力
を
育
み

ま
す
。
さ
ら
に
、
勝
山
の
歴
史
・
文

化
・
産
業
・
自
然
を
学
ぶ
教
育
を
充

実
し
、
ふ
る
さ
と
へ
の
誇
り
と
愛
着

心
を
醸
成
し
て
将
来
に
わ
た
っ
て
自

分
の
ふ
る
さ
と
を
大
切
に
す
る
心
を

育
て
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
こ
の
「
教
育
大
綱
」
に
基

づ
き
、
次
の
時
代
を
担
う
小
中
学
生

に
対
す
る
勝
山
市
の
特
色
あ
る
教
育

が
さ
ら
に
充
実
す
る
よ
う
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
、
時
代
の
変
化
を
的

確
に
捉
え
、
来
た
る
べ
き
未
来
を
見

つ
め
た
施
策
を
構
築
し
、
50
年
、
１

０
０
年
先
の
勝
山
市
を
創
る
た
め

に
、「
小
さ
く
て
も
キ
ラ
リ
と
光
る

誇
り
と
活
力
に
満
ち
た
ふ
る
さ
と
勝

山
」
を
目
指
し
て
市
政
に
取
り
組
ん

で
ま
い
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
皆
さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご

多
幸
を
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年

の
ご
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

　

市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
ご
健
勝
に

て
輝
か
し
い
新
年
を
お
迎
え
の
こ
と

と
心
よ
り
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
勝
山
高
校
3
年
生
で
女

子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
の
山
口
茜
選
手
が

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
女
子
シ
ン
グ
ル
ス
3

連
覇
を
す
る
な
ど
華
々
し
い
活
躍

が
、
私
た
ち
市
民
に
大
き
な
喜
び
と

希
望
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。
勝
山

市
に
は
山
口
選
手
以
外
に
も
日
本
は

も
と
よ
り
世
界
レ
ベ
ル
で
活
躍
し
て

い
る
若
者
た
ち
が
い
ま
す
。
平
成
30

年
の
福
井
し
あ
わ
せ
元
気
国
体
に
向

け
て
新
体
育
館
が
本
年
6
月
ご
ろ
に

予
定
通
り
完
成
し
、
ふ
る
さ
と
勝
山

の
選
手
が
活
躍
す
る
夢
を
か
な
え
て

く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
、「
ま
ち
・
ひ
と
・

し
ご
と
創
生
法
」が
成
立
し
、「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
戦
略
」
を
閣
議

決
定
し
ま
し
た
。
地
方
の
独
自
性
を

発
揮
し
た
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
、
お
よ
び

総
合
戦
略
を
平
成
27
年
度
中
に
策
定

す
る
よ
う
求
め
て
い
ま
す
。

　

勝
山
市
に
お
き
ま
し
て
は
、
第
五

次
総
合
計
画
を
基
本
に
し
て
、
幅
と

厚
み
を
持
た
せ
て
更
な
る
独
自
性
を

発
揮
し
た
計
画
を
策
定
し
て
い
ま

す
。

　

こ
れ
ら
の
諸
事
業
を
積
極
的
に
推

し
進
め
る
こ
と
に
よ
り
、〝
ま
ち
〞

を
整
備
し
、〝
ひ
と
〞
が
集
ま
り
、〝
し

ご
と
〞
に
つ
な
が
る
真
の
「
勝
山
市

新 年 の ご あ い さ つ
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　国民健康保険税は所得税および住民税の申告
において、社会保険料控除の対象となります。
平成27年1月1日から12月31日までに納めた国
民健康保険税の合計額を算出して確定申告の際
に申告（領収証の添付は不要）してください。
　ご家族の保険税を納付された場合でも控除の
対象となる場合があります。（下記表のとおり）

納付方法と申告できる方

納付の方法 申告できる方

納付書 支払った方

口座振替 当該口座名義人

特別徴収(年金天引き) 当該年金受給者

問　税務課（市役所１階）　☎88 ｰ 8101

　平成28年1月からマイナンバー（個人番号）
の利用が開始されることに伴い、国民健康保険
および後期高齢者医療のすべての届出（加入・
脱退等）・申請（高額療養費支給申請、療養費
支給申請、限度額適用認定申請など）にマイナ
ンバーの記載が必要となります。
　届出・申請の際には届出（申請）者と対象者
全員および国保の場合は世帯主のマイナンバー
を確認できるもの（個人番号カード、通知カー
ドなど）をお持ちください。
　なお、通知カードの場合には、届出（申請）
者の本人確認書類（運転免許証など）が必要と
なりますので、併せてお持ちください。

【申請書の記載方法についてのお問い合わせ】
問　市民課（市役所1階）

☎ 88 ｰ 8102

　厚生年金保険、国民年金等から支給される老
齢年金などは雑所得として所得税がかかりま
す。
　日本年金機構から源泉徴収票が送付されます
ので、確定申告の際に添付してください。
※ 障害年金や遺族年金は所得税の課税対象では
ないため、源泉徴収票は送付されません

○源泉徴収票の送付時期
　１月中旬から１月末までに順次送付

○送付対象者
　• 65歳未満で受給額（年額）が108万円以上
の方

　• 65歳以上で受給額（年額）が158万円以上
の方

○確定申告が必要な方
　• 年金以外に所得がある方
　• ２か所以上の年金の支払者に対して扶養親
族等申告書を提出している方

　老齢年金などの受給額の合計が400万円以下
で、かつ、公的年金に係る雑所得以外の所得金
額が20万円以下の方は所得税の確定申告をす
る必要がなくなりましたが、市・県民税の申告
が必要な場合があります。詳しくは、税務課に
お問い合わせください。

○源泉徴収票の再交付について
　過去８年分の源泉徴収票の再交付＊が可能で
す。年金事務所へお問い合わせください。電話
でのお申し込みも可能です。
　なお、お問い合わせの際は、基礎年金番号の
分かるものをご用意ください。
※ 再交付には2週間程度かかりますので、お急
ぎの場合は、年金事務所の窓口でお申し込み
ください

問　市民課（市役所１階）　　 ☎88 ｰ 8102
　　税務課（市役所１階）　　 ☎88 ｰ 8101
　　福井年金事務所　☎0776 ｰ 23 ｰ 4518

国民健康保険税は国民健康保険税は
社会保険料控除の対象です社会保険料控除の対象です

平成28年1月から国保などの申請平成28年1月から国保などの申請
にマイナンバーの記載が必要ですにマイナンバーの記載が必要です

国
保

年
金「平成27年分公的年金等の源泉徴収票」が送付されます「平成27年分公的年金等の源泉徴収票」が送付されます

～年金を受給している方へ～
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確
定
申
告
の
準
備
は

確
定
申
告
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か
？

お
済
み
で
す
か
？

申
告
受
付
▼
２
月
16
日
㈫
〜
３
月
15
日
㈫

　
　
　
　
　

※
土
日
除
く
（
日
曜
受
付　

３
月
６
日
）

受
付
時
間
▼
午
前
８
時
50
分
〜
11
時
30
分
、
午
後
１
時
〜
３
時
30
分

受
付
会
場
▼
教
育
会
館
３
階　

第
１
研
修
室

※ 

期
間
中
、
混
雑
の
状
況
次
第
で
は
受
け
付
け
で
き
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い

問　

税
務
課
（
市
役
所
１
階　

☎
88
‐
８
１
０
１
）

次
の
方
は
申
告
が
必
要
で
す

■
市
役
所
で
申
告
で
き
る
方

①
事
業
主
（
白
色
申
告
者
）

②
地
代
や
家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
る

③ 

給
与
収
入
が
２
０
０
０
万
円
を

超
え
る

④
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
を
受
け
る

⑤ 

給
与
・
退
職
所
得
以
外
に
農
業

や
年
金
な
ど
の
収
入
が
あ
る

⑥
受
給
年
金
で
源
泉
徴
収
が
あ
る

⑦ 

中
途
退
職
な
ど
で
ま
だ
年
末
調

整
が
さ
れ
て
い
な
い

⑧ 

障
害
や
扶
養
・
医
療
費
な
ど
の

各
種
控
除
を
受
け
た
い

■
税
務
署
で
の
申
告
が
必
要
な
方

①
事
業
主
（
青
色
申
告
者
）

②
土
地
や
建
物
な
ど
を
売
っ
た

③
株
式
な
ど
の
譲
渡
が
あ
っ
た

④ 

住
宅
借
入
金
な
ど
の
特
別
控
除

の
１
年
目

⑤
雑
損
控
除
を
受
け
た
い

■
申
告
に
関
す
る
注
意
事
項

• 

医
療
費
控
除
を
申
告
す
る
場

合
、
誰
が
ど
こ
の
病
院
で
い
く

ら
支
払
っ
た
か
が
わ
か
る
よ
う
、

集
計
し
て
お
い
て
く
だ
さ
い

• 

収
入
が
な
い
場
合
に
は
「
無
所

得
の
申
告
書
」
を
提
出
し
て
く

だ
さ
い

※ 

申
告
が
な
い
場
合
、
所
得
証
明

書
の
発
行
が
で
き
ま
せ
ん

• 

１
月
１
日
に
勝
山
市
で
生
活

し
、
前
年
中
に
収
入
が
あ
っ
た

方
は
、
市
・
県
民
税
の
申
告
が

必
要
で
す
（
た
だ
し
、
次
の
方

は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
）

　

① 

確
定
申
告
済
み
の
方
お
よ
び

そ
の
扶
養
対
象
親
族

　

② 

給
与
収
入
の
み
の
方
で
、
給

与
支
払
報
告
書
が
勤
務
先
か

ら
提
出
済
み
の
方
お
よ
び
そ

の
扶
養
対
象
親
族

控除対象 必要書類

生命•地震保険料 控除証明書

国民年金保険料 控除証明書または領収書

寄 附 金 領収書

住宅ローン（２年目以降） 借入金年末残高等証明書など

障 害 • 介 護 関 係
・障害者手帳など各種証明書
・介護保険料の領収書
・障害者控除対象認定書

農業申告はこちらで受け付けます

税務署からのお知らせ
お近くの公民館でご相談ください

と　き▶２月20日㈯・21日㈰
　　　　午前8時50分～午後3時30分
　　　　※正午～午後1時は休み
ところ▶教育会館3階　第１研修室
※ 農業収支準備表が必要な方は、市ホー
ムページからダウンロードできます

〇「確定申告書等作成コーナー」のご利用を！
　確定申告の時期、税務署は大変混雑します。
　国税庁ホームページ「確定申告書等作成
コーナー」を利用すると郵送提出ができます。
〇確定申告の相談は２月９日㈫以降に！
　開設期間▶２月９日㈫～３月15日㈫
　受付時間▶午前９時～午後４時
〇復興特別所得税の計算をお忘れなく！
　所得税および復興特別所得税を申告される
場合は、復興特別所得税（原則として各年分
の所得税額の2.1％）の記載漏れのないよう
にご注意ください。
問　大野税務署　☎66 ｰ 2180

巡回相談会の日程

日　　　　時 場　　所

2月18日㈭

午後１時30分～
午後３時30分

平 泉 寺 公 民 館

2月19日㈮ 遅 羽 公 民 館

2月22日㈪ 猪 野 瀬 公 民 館

2月23日㈫ 村 岡 公 民 館

2月24日㈬ 北谷町コミュニティセンター

2月25日㈭ 野 向 公 民 館

2月26日㈮ 荒 土 公 民 館

2月29日㈪ 午前８時30分～
午後３時30分

北 郷 公 民 館

3月 1日㈫ 鹿 谷 公 民 館
※ 「年金受給者申告相談会」は利用人数の減少に
より、今年度から開催いたしません。確定申告
会場にお越しいただくか、各地区公民館巡回相
談会をご利用ください



7 　　 広報かつやま1月号 №734

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
の
方
の
相
談
窓

口
で
す
。
新
し
い
総
合
事
業
・

介
護
や
健
康
の
こ
と
な
ど
何

で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

問　

地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
「
や
す
ら
ぎ
」

（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
９
０
０

　平成28年4月よりサービス利用者の区分が要介護１～５、要支援１・２に加えて、「事業対象者」
という新しい利用区分が増えます。
　事業対象者とは、基本チェックリスト（25項目）に該当（生活機能の低下がみられた人）し、地
域包括支援センターなどに介護予防・生活支援サービス事業を利用する必要があると判断された人
をいいます。

◆訪問サービス（週1～ 2回程度）
　買い物、洗濯、掃除などの軽易な日常生活の援助
◆通所サービス（週1回程度）
　通所介護施設で行われる食事、入浴、
　　　　　　レクリェーションなどのサービス
　運動機能向上を目的とした運動指導など

　

介
護
保
険
施
設
や
地
域
の
サ
ロ

ン
な
ど
高
齢
者
に
関
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
「
地
域
い
き

い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
を
募
集
し

て
い
ま
す
。
40
歳
以
上
の
市
民
の

方
が
、
高
齢
者
に
関
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
を
行
い
地
域
貢
献
す

る
こ
と
で
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
自
身

の
介
護
予
防
の
推
進
と
、
い
き
い

き
と
し
た
地
域
社
会
の
実
現
を
目

的
と
し
た
事
業
で
す
。

　

ご
自
分
の
特
技
や
余
暇
を
活
か

し
て
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
、

い
き
い
き
と
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
地
域
い
き
い
き
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
の
登
録
を
行
い
、
一
定
時
間

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
し
て
ス
タ

ン
プ
を
た
め
る
と
、
年
間
最
大

5
0
0
0
円
の
商
品
券
の
交
付
が

受
け
ら
れ
ま
す
。

問　

勝
山
市
社
会
福
祉
協
議
会

（
す
こ
や
か
内
）

☎
88
‐
１
１
７
７

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
し
て
、

地
域
も
身
体
も

元
気
に
し
よ
う
！

　

〜
地
域
い
き
い
き

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集
〜

平成28年度以降のサービス利用までの流れ

高　

齢　

者　

な　

ど

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
相
談
・
受
付

要
介
護
認
定
申
請

ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

要介護
1～ 5 介護給付

予防給付
（通所リハビリ・訪問看護・福祉用具貸与など）

介護予防・生活支援サービス
・訪問サービス（ホームヘルプサービス）
・通所サービス（デイサービス）

介護予防事業
・お出かけサロン
・健康長寿一番体操教室
・地区サロン
・まちなかカフェ、団体サロン

要支援
1・2

事業
対象者

元気な
高齢者

基
本
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト
で
振
り
分
け

事業対象者に対して提供されるサービス内容

新 新
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平
成
28
年
４
月
よ
り

　

団
塊
世
代
が
75
歳
以
上
と
な
る

2
0
2
5
年
を
目
途
に
、
要
支
援

者
な
ど
の
高
齢
者
の
多
様
な
生
活

支
援
の
ニ
ー
ズ
を
地
域
全
体
で
支

え
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
介
護

保
険
制
度
に
お
い
て
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
（
新
し

い
総
合
事
業
）
が
市
の
事
業
に
位

置
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

県
内
で
も
高
齢
化
が
進
む
勝
山

市
で
は
、
い
ち
早
く
新
し
い
総
合

事
業
に
取
り
組
み
、
要
介
護
状
態

と
な
っ
て
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で

自
分
ら
し
い
暮
ら
し
を
人
生
の
最

後
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
医
療
・
介
護
・
予
防
・
住
ま

い
・
生
活
支
援
が
包
括
的
に
確
保

さ
れ
る
体
制
（
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
）
の
構
築
を
目
指
し
て
い

き
ま
す
。

① 
要
支
援
認
定
者
の
介
護
予
防
訪

問
介
護
（
ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー

ビ
ス
）
と
介
護
予
防
通
所
介
護

（
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
）
を
認
定
調

査
不
要
で
実
施
↓
「
事
業
対
象

者
」
と
い
う
新
し
い
利
用
区
分

を
新
設

② 

地
域
の
民
間
事
業
者
や
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
を
活
用
し
て
、
ご
み
出

し
や
買
い
物
な
ど
の
身
近
な
生

活
支
援
サ
ー
ビ
ス
の
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
強
化

　

総
合
事
業
は
、
65
歳
以
上
の
す

べ
て
の
人
を
対
象
と
し
た
、
市
が

実
施
す
る
介
護
予
防
事
業
で
す
。

介
護
保
険
の
認
定
を
受
け
て
い
な

く
て
も
一
人
ひ
と
り
の
生
活
に
合

わ
せ
た
介
護
予
防
事
業
を
利
用
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
地
域
で

自
分
ら
し
く
暮
ら
し
続
け
て
い
く

た
め
に
、
総
合
事
業
を
利
用
し
て

自
立
し
た
生
活
を
続
け
ま
し
ょ
う
。

　

従
来
の
予
防
給
付
と
し
て
提
供

さ
れ
て
い
た
介
護
予
防
訪
問
介

護
・
通
所
介
護
と
変
わ
ら
な
い

サ
ー
ビ
ス
内
容
を
実
施
す
る
予
定

で
す
。

　

現
在
、
要
支
援
の
方
で
サ
ー
ビ

ス
を
利
用
さ
れ
て
い
る
方
は
、
そ

の
ま
ま
継
続
し
て
利
用
し
て
い
た

だ
け
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
訪

問
介
護
・
通
所
介
護
の
み
の
利
用

の
場
合
は
、平
成
28
年
4
月
以
降
、

認
定
調
査
が
不
要
と
な
り
ま
す
。

　

詳
細
は
、担
当
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー

ま
た
は
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

さまざまな健康と生きがいづくりの場で、さまざまな健康と生きがいづくりの場で、
皆さんの自立した生活を応援します！皆さんの自立した生活を応援します！
通いの場と生きがいづくり 民間企業とボランティアの活用

◆お出かけサロン
　（入浴施設での通いの場）

◆健康長寿！一番体操教室
　（地区でおもりをつかった体操）

◆ 健康の駅
　湯ったり勝山のマイステージ
　（趣味や生きがいの発表の場）

◆ まちなかカフェ
（気軽に集
まり話し
あえる場）

◆ いきいきサポーター養成講座
　（地域で支え合うための

ボランティアの養成）
◆ 地区サロン
　（地域のふれあいの場）

新
し
い
総
合
事
業
と
は
?

新
し
い
総
合
事
業
の
ポ
イ
ン
ト

軽
度
の
方
の
介
護
予
防
を

強
化
、
よ
り
利
用

し
や
す
く
な
り
ま
す

現
在
の
要
支
援
の

サ
ー
ビ
ス
内
容
に

変
更
は
あ
り
ま
せ
ん

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

（
新
し
い
総
合
事
業
）

（
新
し
い
総
合
事
業
）
が
始
ま
り
ま
す

が
始
ま
り
ま
す
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教えて！Q&Aマイナンバー ①

　１月１日から始まったマイナンバー（個人番号）制度に関するよくあ
る質問・疑問について、今月から数回にわたって掲載します。詳しくは、
市ホームページをご覧いただくか、下記までお問い合わせください。
問　カードに関すること　市民課（市役所1階　☎88 ｰ 8102）
　　制度全般に関すること　総務課（市役所2階　☎88 ｰ 1116）

通知カードがまだ届いていません。 個人番号カードの申請は必ず必要ですか？

速やかに市民課へご連絡ください。 申請は任意です。

Q Q
A

個人番号はどこで、どのように使われますか？

1月1日以降、市役所や民間の事業所から賃
金や報酬、謝礼、地代などの支払いを受け
る場合、個人番号の提供を求められます。
その際、次のような方法で本人確認（身元
確認・番号確認）を行います。
①個人番号カード
②通知カード＋運転免許証など

Q
A

A

通知カードを紛失してしまいました。
どうしたらいいですか？

①警察署へ遺失届提出（原則）
　→市民課へ紛失届提出
　→ 通知カード再発行（500円）または個
人番号入り住民票の申請（300円）

②個人番号カードの申請（初回のみ無料）
※ ①、②いずれかの手続きを行ってください

Q

A

マイナンバー制度に便乗した詐欺にご注意を！

全国で本当にあった事例
　「マイナンバー制度の導入に伴い、個人情報を
調査中です」と言って、資産や保険の契約状況な
どを聞かれた。

　マイナンバーの手続きに伴
い、個人情報の調査をすること
は一切ありません。

不審に感じたら、勝山警察署（☎88 ｰ 0110）または市消費者センター（☎88 ｰ 8103）までご相談を

男
女
共
同
参
画
社
会
を
考
え
る

「
か
つ
や
ま
〝
の
ぞ
み
フ
ェ
ス
タ
〞」

「
か
つ
や
ま
〝
の
ぞ
み
フ
ェ
ス
タ
〞」

開
催
日
▼
12
月
５
日
㈯　

と
こ
ろ
▼
す
こ
や
か

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階　

☎
88
‐
１
１
１
５
）

◆
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

　

福
井
国
体
Ｐ
Ｒ
ダ
ン
ス
チ
ー
ム

「
デ
ィ
ノ
フ
レ
ン
ズ
」
の
皆
さ
ん

が
元
気
い
っ
ぱ
い
の
「
は
ぴ
ね
す

ダ
ン
ス
」
を
披
露
し
ま
し
た
。

◆
式
典

　

男
女
共

同
参
画
ポ

ス
タ
ー
コ

ン
ク
ー
ル

の
表
彰
式

を
行
い
ま

し
た
。
ま

た
、
勝
山

市
男
女
共

同
参
画
都
市
宣
言
文
の
読
み
上
げ

を
行
い
、「
古
い
役
割
分
担
意
識

に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
自
由

に
活
動
で
き
る
ま
ち
」、「
社
会
の

あ
ら
ゆ
る
分
野
に
お
い
て
、
対
等

な
構
成
員
と
し
て
、
方
針
の
立
案

か
ら
決
定
ま
で
参
画
で
き
る
ま

ち
」
な
ど
の
実
現
の
必
要
性
を
再

認
識
し
ま
し
た
。

◆ 

講
演
会
「
男
性
、
女
性
、
子
ど

も
、
高
齢
者
…
一
人
ひ
と
り
が

生
き
や
す
い
社
会
を
作
ろ
う
」

講 　

師
▼
加
藤
ま
ど
か
氏
（
福
井

県
立
大
学
学
術
教
養
セ
ン
タ
ー

准
教
授
）

　

ワ
ー
ク
・
ラ

イ
フ
・
バ
ラ
ン

ス
を
追
求
で
き

る
社
会
の
実
現

に
は
『
男
性
が
家
事
責
任
を
担
う

こ
と
へ
の
理
解
と
励
ま
し
』、『
女

性
が
働
き
続
け
る
こ
と
、
地
域
の

役
割
を
担
う
こ
と
へ
の
理
解
と
励

ま
し
』
が
大
切
と
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。
参
加
者
か
ら
は
「
男
女

が
認
め
合
う
必
要
が
あ
る
」、「
互

い
の
特
性
を
活
か
せ
る
と
良
い
」

な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

◆
同
時
開
催

• 

男
女
共
同
参
画
ポ
ス
タ
ー
コ
ン

ク
ー
ル
入
賞
作
品
展

• 

男
女
共
同
参
画
パ
ネ
ル
展

• 

身
体
と
環
境
に
や
さ
し
い
石
け

ん
の
展
示
・
販
売
（
勝
山
市
消

費
者
団
体
連
絡
協
議
会
主
催
）

表彰式の様子表彰式の様子

の提示
　  など
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人件費の状況人件費の状況
　平成27年4月1日現在の市の三役、
市議会議員、市職員の給料・手当など
を公表します。

人件費の決算状況

職員給与費の状況

職員手当の状況 国と比較した平均給料月額

国と比較した初任給

部門別職員数の状況

職員の経験年数平均給料

特別職等の報酬

等級別職員数の状況

（26年度決算・普通会計）

（27年度予算・普通会計）

（27年度） （27.4.1現在）

（27.4.1現在）

（各年の4.1現在）

（一般行政職（大学卒）） （27.4.1現在）

（27.12.1現在）

（27.4.1現在）
職員数 300人

歳出額（A） 人件費（B） 人件費率（B/A） 25年度
千円 千円

13,543,633 2,211,573 15.9％ 16.9％

（注）人件費には特別職に支給される給料・報酬などを含みます

職員数（A）
給　　　与　　　費 １人あたりの

給与費（B/A）給　　料 職員手当 期末・勤勉手当 計（B）
千円 千円 千円 千円 千円

275人 1,040,290 158,255 391,942 1,590,762 5,784

区　　　分 主　な　内　容

期 末 手 当
勤 勉 手 当

６月期
12月期
　計

　 期末手当
1.225月分
1.375月分
2.60月分

勤勉手当
0.75月分
0.75月分
1.50月分

退 職 手 当

 自己都合 勧奨・定年
勤続20年 20.445月分 27.405月分
勤続25年 29.145月分 34.5825月分
勤続35年 41.325月分 49.59月分
最高限度額 49.59月分 49.59月分
 （国の最高　49.59月分）
1人あたりの平均支給額17,952千円（26年度）

特殊勤務手当

徴収事務従事手当
動物の死体及び汚物処理従事手当
消防署勤務手当
用地交渉従事手当
感染症防疫作業に従事する職員

扶 養 手 当
配偶者13,000 円配偶者以外6,500円
（扶養親族のうち満16歳から22歳
までの子1人につき5,000円加算）

住 居 手 当 借家23,000円までの場合12,000円
を引いた額

通 勤 手 当 交通機関利用の場合 55,000円まで
自家用車の場合 2,000円～ 31,600円

時 間 外
勤 務 手 当

支給総額　　  74,236千円（26年度）
1人あたりの年額  270千円

区　分
一　般　行　政　職 技　能　労　務　職

平均給料額 平均年齢 平均給料額 平均年齢
勝山市 312,704円 41年9月 309,635円 53年5月
国 334,283円 43年5月 289,141円 50年2月

区　分 高校卒初任給 高校卒2年目 大学卒初任給 大学卒2年目
勝山市 142,100円 146,500円 174,200円 180,800円
国 142,100円 146,500円 174,200円 180,800円

区分
部門

職　員　数（人） 対前年増減数（人）
Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27

一　
　
　
　

般

議 会 4 4 4
総 務 50 48 51 △3 △2 3
税 務 16 16 15 2 △1
農 水 16 16 17 1
商 工 11 14 13 △1 3 △1
土 木 25 26 27 △2 1 1
小 計 122 124 127 △4 2 3

福　

祉

民 生 36 32 29 △1 △4 △3
衛 生 15 14 15 △1 △1 1
小 計 51 46 44 △2 △5 △2

一般行政計 173 170 171 △6 △3 1
特
別
行
政

教 育 71 70 67 △1 △1 △3
消 防 37 37 37
小 計 108 107 104 △1 △1 △3

公
営
企
業
等

水 道 4 3 3 △1
下水道 7 6 6 1 △1
その他 18 17 17 1 △1
小 計 29 26 26 2 △3

総　合　計 310 303 301 △5 △7 △2
泫　職員数は一般職に属する職員数であり、地方公務員の身分を保有する
休職者を含み、臨時または非常勤職員を除いています（教育長を含む）

7年以上10年未満 10年以上15年未満 15年以上20年未満

223,700円 266,791円 308,048円

市 長 850,000 円 議 長 440,000 円
副 市 長 710,000 円 副 議 長 370,000 円
教 育 長 530,000 円 議 員 350,000 円
期末手当　6月期　1.55月分　　12月期　1.55月分

区分 主な補職内容 職員数 構成比

1級 主 事
技 師 12 4.0％

2級 主 事
技 師 45 15.0％

3級 主 査 87 29.0％

4級 主 任 59 19.7％

区分 主な補職内容 職員数 構成比

5級 主 幹 34 11.3％

6級 課 長 22 7.3％

7級 部 長 10 3.3％

技能労務
職　員

運 転 手
調 理 師
施 設 員

31 10.3％

市職員などの給与を公表
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表１　貸与区分・貸与金額（月額）

進学先 国公立 私　立 入学時特別
増額貸与金

高校・専修学校の
高等課程 1万5千円 2万5千円

大学（専修
学校の専門
課程・短期

大学）

自　宅 3万円 4万円
20万円

自宅外 4万円 5万円

※詳細は市のホームページをご覧ください
貸与総額 ＝ 貸与月額 × 12月 × 修業年数（＋入学時特別増額貸与金）

表２　返済額・返済期間

貸与を受けた
奨学金（総額）

返済額
（年額） 返還年数

40万円以下 5万円 ～ 8年

40万円超え
70万円以下 7万円 7～ 9年

70万円超え
100万円以下 10万円 8～ 10年

100万円超え
150万円以下 15万円 8～ 10年

150万円超え
250万円以下 20万円 9～ 12年

250万円超 36万円 10～ 11年

表３　収入・所得の目安

区　分 給与収入 給与以外

3人世帯
例）父母
本人

836万円
以下

362万円
以下

4人世帯
例）父母
本人
中学生

890万円
以下

404万円
以下

5人世帯
例）父母
本人
中学生
小学生

923万円
以下

437万円
以下

表４　給与所得における控除額

年間収入額 控除額

400万円以下 年間収入額×0.2
＋263万円

400万円超え
878万円以下

年間収入額×0.3
＋223万円

878万円超 486万円

※ 収入額が329万円未満の場合、控除
額は収入額と同額

平
成
平
成
2828
年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

年
度　

育
英
資
金
奨
学
生
募
集

対　

象
▼

• 

保
護
者
が
勝
山
市
在
住
で
、
今

春
、高
校
や
大
学
に
進
学
す
る
、

ま
た
は
経
済
的
理
由
で
就
学
の

継
続
が
困
難
で
あ
る
方

• 

他
の
奨
学
金
を
受
け
て
い
な
い
方

所 

得
制
限
▼
両
親
ま
た
は
こ
れ
に

代
わ
っ
て
家
計
を
支
え
て
い
る

方
の
収
入
金
額
を
対
象
と
し

て
、
所
得
金
額
か
ら
＊
特
別
控

除
額
を
差
し
引
い
た
認
定
所
得

金
額
が
、
収
入
基
準
額
以
下
で

あ
る
こ
と

＊ 

母
子
父
子
世
帯
や
障
が
い
の
あ

る
方
が
い
る
世
帯
な
ど
、
世
帯

の
状
況
に
応
じ
て
控
除
額
は
異

な
り
ま
す

申
請
に
必
要
な
書
類
▼

①
市
育
英
資
金
貸
与
申
請
書

　
（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
可
）

②
学
校
長
に
よ
る
調
査
書

③ 

平
成
26
年
の
所
得
証
明
書
（
家

族
で
収
入
の
あ
る
方
全
員
分
）

④
平
成
27
年
の
納
税
証
明
書

　
　
　
　
　
　
　
（
世
帯
全
員
分
）

⑤
連
帯
保
証
人
の
印
鑑
証
明
書

※ 

連
帯
保
証
人
は
、
原
則
、
保
護

者
と
勝
山
市
在
住
で
所
得
の
あ

る
方
と
し
ま
す

※ 

③
④
は
、
市
担
当
者
が
原
簿
閲

覧
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
る
こ

と
で
省
略
で
き
ま
す

返
済
方
法
▼
12
年
以
内
の
返
済

（
無
利
子
）

申
込
締
切
▼
３
月
11
日
㈮

そ 

の
他
▼
貸
与
者
は
４
月
頃
に
教

育
委
員
会
で
決
定
し
ま
す

申
・
問　

教
育
総
務
課
（
教
育
会

　

館
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
１
１

イ

ン

案

ベ

ト

内

国
際
交
流
サ
ロ
ン

「
中
国
春
節
パ
ー
テ
ィ
ー
」

　

中
国
の
お
正
月
（
春
節
）
を
祝

い
、
餃
子
作
り
で
国
際
交
流
し
ま

せ
ん
か
。

と　

き
▼
２
月
７
日
㈰

午
後
１
時
〜
４
時
30
分

と
こ
ろ
▼
教
育
会
館
料
理
教
室

内 　

容
▼
水
餃
子
作
り
、
巨
大
い

ろ
は
か
る
た
ゲ
ー
ム
な
ど

定　

員
▼
20
人
（
要
申
込
）

参
加
費
▼
1
０
０
円
（
材
料
代
）

申
込
締
切
▼
１
月
29
日
㈮

申 
・
問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所

２
階
） 

☎
88
‐
１
１
１
５
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Popoki
  Column
Popoki
  Column

　

皆
さ
ん
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し

く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

　

皆
さ
ん
が
ハ
ワ
イ
を
イ
メ
ー
ジ
す
る

と
、
お
そ
ら
く
南
国
の
島
が
浮
か
び
上

が
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？
日
本

と
は
ほ
ど
遠
い
存
在
と
思
っ
て
い
る
方

も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
？

　

し
か
し
、
ハ
ワ
イ
と
日
本
の
繋
が
り

に
は
永
い
歴
史
が
あ
る
の
で
す
。
今
回

は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
ハ
ワ
イ

と
日
本
の
歴
史
を
紹
介
し
ま
す
。

　

ハ
ワ
イ
と
日
本
の
交
流
は
お
よ
そ
１

３
０
年
前
に
始
ま
り
ま
し
た
。
当
時
は

ハ
ワ
イ
王
国
と
し
て
知
ら
れ
、
カ
ラ
カ

ウ
ア
国
王
が
日

本
に
来
日
し
た

際
、
明
治
天
皇

と
会
談
し
ま
し

た
。
様
々
な
共

通
点
が
あ
っ
た

こ
と
か
ら
、
明

治
政
府
は
日
本

と
ハ
ワ
イ
王
国

の
関
係
を
深
め

勝山市国際交流員
サトウ・ナンシー

意外と永い、ハワイと日本の歴史

ハワイの平等院テンプルハワイの平等院テンプル

る
た
め
に
、
何
万
人
も
の
日
本
人
に
ハ

ワ
イ
へ
移
住
す
る
許
可
を
出
し
ま
し
た
。

　

１
９
４
０
年
代
に
は
ハ
ワ
イ
の
人
口

の
半
分
は
日
系
人
と
な
っ
て
い
ま
し

た
。
第
二
次
世
界
大
戦
で
は
、
日
系
人

は
日
本
の
ル
ー
ツ
を
誇
り
に
思
い
つ

つ
、
ア
メ
リ
カ
へ
の
愛
国
心
を
持
ち
、

戦
争
の
苦
難
を
乗
り
越
え
ま
し
た
。
戦

後
の
ハ
ワ
イ
政
治
・
経
済
は
特
に
日
系

人
が
活
躍
し
、
ハ
ワ
イ
に
留
ま
ら
ず
、

国
家
議
会
で
活
躍
し
た
政
治
家
も
い
ま

し
た
。

　

過
去
に
起
き
た
出
来
事
（
事
故
、
戦

争
）
な
ど
を
き
っ
か
け
と
し
、
ハ
ワ
イ

と
日
本
の
数
多
く
の
都
道
府
県
や
市
町

村
が
姉
妹
都
市
の
関
係
を
結
ん
で
お

り
、
交
流
が
続
い
て
い
ま
す
。
そ
の
影

響
で
、
ハ
ワ
イ
で
は
様
々
な
場
所
に
日

本
語
の
標
識
が
見
ら
れ
、
日
本
語
が
で

き
る
人
々
が
い
ま
す
。
日
本
の
文
化
も
、

も
ち
ろ
ん
経
験
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

も
し
ハ

ワ
イ
に
行

か
れ
る
機

会
が
あ
れ

ば
、
ぜ
ひ

ハ
ワ
イ
に

存
在
す
る

日
系
文
化
を
味
わ
っ
て
み
て
く
だ
さ

い
！

問　

未
来
創
造
課
（
市
役
所
２
階
）

☎
88
‐
１
１
１
５

ハワイの金刀比羅神社・
太宰府天満宮

恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定

日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
に
再
認
定
！！！！

　

恐
竜
渓
谷
ふ
く
い
勝
山
ジ
オ
パ
ー
ク
は
、

平
成
27
年
12
月
、
日
本
ジ
オ
パ
ー
ク
の
再

認
定
を
受
け
ま
し
た
。
２
年
前
の
再
審
査

に
お
い
て
条
件
付
き
再
認
定
と
な
っ
た
後
、

課
題
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
た
幾
つ
か
の

指
摘
項
目
を
、
関
係
団
体
の
皆
さ
ま
と
共

に
取
り
組
ん
で
き
た
結
果
、
課
題
と
さ
れ

た
項
目
の
多
く
に
つ
い
て
改
善
が
認
め
ら

れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

今
後
も
、
勝
山
の
地
形
・
地
質
遺
産
の

保
全
・
保
護
や
、
自
然
・
歴
史
・
産
業
な

ど
の
遺
産
の
魅
力
ア
ッ
プ
に
努
め
、
更
に

ジ
オ
パ
ー
ク
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
展
開

し
て
い
き
ま
す
。

　

そ
の
第
一
弾
と
し
て
、
勝
山
市
エ
コ

ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
協
議
会
主
催
で
「
ジ
オ
パ
ー

ク
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
集
い
」

を
開
催
し
ま
す
。
参
加
は
無
料
で
す
の
で
、

た
く
さ
ん
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。

問 　

ジ
オ
パ
ー
ク
ま
ち
づ
く
り
課
（
市
役

所
２
階
） 

☎
88
‐
８
１
２
６

地域資源を活かしたまちづくりを考えよう
と　き▶1月26日㈫　午後6時30分～ 8時40分
ところ▶すこやか第1会議室
内　容▶
•講演「誇りをもって地域を語る」
　講師　野辺一寛氏（隠岐世界ジオパーク推進協議会事務局長）
• まちづくり事例発表

（平泉寺町まちづくり推進協議会、むろこ女性の会）
• 勝山市エコミュージアム協議会「食の部会」による

食の紹介、試食

再認定の喜びに沸く山岸市長と関係者
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ウィンターホリディズ
■12月23日　教育会館

　国際交流サロン「ウィンターホリディズ」が行わ
れました。アメリカで12月に祝う３つの行事を紹介
し、クッキーのデコレーションやクリスマスソックス
作りやゲームなどで楽しいひとときを過ごしました。

今年もきらびやかに！
■12月18日　ゆめおーれ勝山

　ゆめおーれ勝山のイルミネーションが始まりまし
た。今年は正面の樹木をイルミネーションで飾って
います。
　2月29日までの予定です。ぜひご覧ください。

誘致企業として更なる飛躍を
■12月18日　市役所

　朝日精密工業株式会社の朝岡代表取締役、朝岡取
締役、澤田福井工場長が山岸市長を訪問しました。
　同社は、プラスチック用金型を設計・製作してい
ます。市の誘致企業の先駆けで、1985年の工場稼
働から、30周年を迎えています。

政策基本目標の外部評価答申
■12月16日　市役所

　第５次勝山市総合計画に基づく平成26年度の政策
基本目標の達成状況について、勝山市総合行政審議
会による審議結果を外部評価として石塚善榮会長よ
り答申を受けました。

児童達と楽しいひとときを
■12月18日　成器南小学校

　山岸市長が、「しあわせ元気給食」を食べながら、
児童たちと交流しました。地元の食材をふんだんに
使ったメニューに舌鼓を打っていました。

世界の技に魅了
■12月12日　越前大仏

　Diversity&worksが越前大仏大仏殿でおこなわ
れ、ダンス・BMX・インラインスケートなどの世界
を代表するアスリートの技に観客は魅了されていま
した。

広報かつやま1月号 №734 　　 12

全国レベルの技に感心
■12月６日　教育会館

　第46回勝山市子ども会対抗親善かるた大会の中で、
鈴木7段（芳野町2）と林4段（福井市）の模範演技が行
われ、子どもたちはその技を真剣に見ていました。

新そばの味を堪能
■12月６日　教育会館

　そばオーナー体験農園に参加した方など9組が採れ
たてのそば粉を使ってそば打ちを体験し、新そばの味
を堪能しました。

受賞・入賞おめでとうございます
成器西小学校ＰＴＡ

平成27年度 優良PTA文部科学大臣表彰
荒土小学校「土っ子みまもり隊」
平成27年度 学校安全ボランティア活動奨励賞

金 巻 明 希 さん（13）
第69回全日本学生音楽コンクール全国大会
　フルート部門　中学生の部　3位
第25回日本クラシック音楽コンクール全国大会
　フルート部門　中学生の部　2位

勝山北部中学校
第6回ＥＳＤ大賞（中学校賞）

平成27年度福井県元気なふるさとづくり活動賞優秀賞
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慰
霊
碑
（
野
向
町
横
倉
）

　

写
真
の
慰
霊
碑
は
昭
和
38
年
（
１
９
６
３
）

１
月
24
日
に
野
向
町
横
倉
区
を
襲
っ
た
雪
崩
（
ア

ワ
）
で
、
そ
の
犠
牲
と
な
ら
れ
た
方
の
慰
霊
の
た

め
建
て
ら
れ
た
。
遺
族
の
方
が
建
て
ら
れ
た
も

の
と
、
横
倉
小
学
校
の
関
係
者
と
児
童
会
の
名

で
建
て
ら
れ
た
も
の
の
２
基
で
あ
る
。
ア
ワ
の
た

め
17
人
が
生
き
埋
め
と
な
り
４
才
の
子
供
１
人

が
奇
跡
的
に
救
助
さ
れ
た
。
16
人
の
犠
牲
者
の

う
ち
３
人
は
横
倉
小
学
校
の
児
童
で
あ
っ
た
。

　

碑
文
に
は
「
昭
和
三
十
八
年
一
月
二
十
四
日
午

後
零
時
半
頃
当
地
に
し
ゅ
来
し
た
あ
わ
の
た
め

十
六
名
の
死
亡
者
を
出
し
た
中
に
三
名
の
児
童

が
あ
っ
た
私
た
ち
は
心
よ
り
冥
福
を
祈
り
ま
す
」

と
刻
ま
れ
て
い
る
。
ま
た
平
成
24
年
に
横
倉
雪

害
五
十
回
忌
記
念
と
し
て
「
ふ
る
さ
と
の
碑
」

が
新
た
に
建
て
ら
れ
た
。
そ
こ
に
は
奥
村
和
子

さ
ん
の
「
ふ
る
さ
と
の
歌
」
が
よ
ま
れ
て
い
る
。

　

雪
崩
の
発
生

地
は
越
前
兜
山

の
南
東
斜
面
、

標
高
１
２
０
０

ｍ
の
尾
根
３
か

所
と
考
え
ら
れ

て
い
る
。
雪
崩

は
４
６
０
ｍ
附

近
で
止
ま
っ
て

い
る
こ
と
か
ら

走
路
は
標
高
差

７
０
０
ｍ
、
水

平
距
離
で
１
９
０
０
ｍ
で
あ
っ
た
。
こ
の
年
の
大

雪
は
後
に
三
八
豪
雪
と
言
わ
れ
る
よ
う
に
な
る

が
、
１
月
１
日
現
在
の
市
内
の
積
雪
は
38
㎝
で

あ
っ
た
。
２
〜
３
日
と
連
日
50
㎝
を
超
え
る
降
雪

が
あ
り
、
そ
の
後
一
旦
小
康
状
態
に
な
る
。
し
か

し
13
日
か
ら
ぶ
り
返
し
が
あ
り
、こ
の
１
日
で
１・

２
ｍ
に
、
そ
の
後
も
降
り
続
き
22
日
に
64
㎝
の
新

雪
で
２
ｍ
に
、
27
日
は
１
日
で
92
㎝
積
も
り
、
積

雪
は
３
ｍ
を
超
え
た
。

　

横
倉
の
積
雪
は
正
確
に
は
わ
か
ら
な
い
が
、

恐
ら
く
市
内
の
２
倍
近
い
積
雪
で
あ
っ
た
と
思

わ
れ
る
。
こ
う
し
た
猛
烈
な
降
雪
の
中
で
起
こ
っ

た
悲
劇
で
あ
っ
た
。
２
月
10
日
時
点
で
住
宅
は

じ
め
農
林
産
物
な
ど
の
被
害
額
は
10
億
円
を
超

え
、
市
制
以
来
の
大
雪
害
と
な
っ
た
。
昭
和
２

年
２
月
に
も
雪
崩
の
た
め
に
同
じ
横
倉
で
３
人

が
、
牛
ケ
谷
で
は
５
人
の
犠
牲
者
が
出
て
い
る
。

こ
の
時
の
積
雪
は
町
で
１
丈
２
尺
（
３
・
６
ｍ
）、

北
谷
で
２
丈
で
あ
っ
た
。

　
『
勝
山
市
広
報
』
に
横
倉
小
３
年
生
の
児
童
の

作
文
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。「
…
こ
ん
ど
ま
た
あ

わ
が
で
た
ら
、
わ
た
し
た
ち
は
お
さ
め
で
す
。

雪
が
消
え
た
ら
お
は
か
を
つ
く
っ
て
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。
…
」。
こ
の
災
害
で
横
倉
区
の
住
民

の
多
く
が
住
み
慣
れ
た
村
を
離
れ
た
。
ま
ず
は

16
人
の
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
し
、
併
せ
て

自
然
と
共
存
し
つ
つ
、
山
村
で
ま
た
地
方
で
生

活
を
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
未
来
を
望
み
た
い
。

 

市
史
編
纂
室　

山
田　

雄
造

「レンアイ、
基本のキ」

～好きになったら
なんでもＯＫ？～

「子どものための
ラ・フォンテーヌ

のおはなし」

「好奇心を“天職”
に変える空想教
室」

打越　さく良／著
岩波書店

アンドレ・エレ／絵
こぐま社

植松　努／著
サンクチュアリ出版

すてきな恋愛をしたい。そう願うあなたの
恋愛が、ひょっとしたら、暴力をふるわれ・
ふるう関係に転じてしまうかもしれない…。
ハッピーな恋愛とは何か。ハッピーでない
恋愛に陥ってしまったときの対処法を伝え
る。巻末に相談窓口付き。

イソップのお話をもとに１７世紀フランスの
詩人が書いた「ラ・フォンテーヌの寓話」
から、「コオロギとアリ」「キツネとカラス」
「アリとハト」などの１３話を収録した絵本。
子どものころに聞いたお話がクラシカルで
美しい挿し絵ととも現代に甦る。

ぼくらは知恵と工夫で、世界を救うために
生まれてきた－。未経験、コネなし、援
助なしの20人にも満たない小さな町工場
から自家製ロケットを打ち上げ、宇宙開発
の常識を逆転。日本一の空想経営者が“ど
んな夢も実現させる方法”を語る。

一般図書 中高生図書 こども図書

勝山市立図書館　☎88－6000
ホームページ　http://tosyokan.city.katsuyama.fukui.jp/おすすめ図書おすすめ図書

件数内訳 平成27年12月末 前年比

総件数 ４４４件 －１８件

人身事故
（うち高齢者）

２９件
（１０）

－２０件
（＋２）

死　者
（うち高齢者）

２人
（２）

＋１人
（＋１）

傷　者 ３４人 －２１人

物損事故 ４１５件 ＋２件

１月の納税

11月末現在 自 然 動 態 社 会 動 態 12月末現在 月間増減出生 死亡 計 転入 転出 計
男 11,690人 4 －17 －13 19 －20 －1 11,676人 －14人
女 12,833人 6 －23 －17 16 －23 －7 12,809人 －24人
合　計 24,523人 10 －40 －30 35 －43 －8 24,485人 －38人
世帯数 8,055世帯 8,046世帯 －9世帯

人口の動き

市・県民税▶第4期　国民健康保険税▶第4期
納期限▶2月1日㈪　口座振替▶1月26日㈫

交通事故発生状況
※高齢者＝65歳以上

石
碑探

訪

石
碑探

訪32
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知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

知
っ
て
お
き
た
い
こ
ん
な
こ
と

薬
の
正
し
い
使
い
方

薬
の
正
し
い
使
い
方

恐竜博物館行事案内

問　県立恐竜博物館　☎88 ｰ 0001
　　http://www.dinosaur.pref.fukui.jp/

25日㈪～ 29日㈮（施設点検のため）
2月10日㈬

「親子で恐竜パズルを
つくろう！」

1月24日㈰
恐竜ふれあい教室

「恐竜の卵の色って？」1月31日㈰
博物館自然教室

「くびの骨をしらべよう」2月7日㈰
博物館自然教室

「福井のイグアノドン類たち」2月14日㈰
博物館セミナー

休館日

行ってみよう

湯ったり勝山
　12月の「湯ったりの日」
は、エコクラフトテープを
使って、クリスマスリース
を作りました。参加者は、
真剣な表情でテープを編み、
1時間後にはできあがったか
わいいリースを手にとても
満足そうでした。マイステー
ジでは、勝山市文化協会の
定期発表会がありました。
懐かしのメロディーと心に
残る歌謡曲にゆったりと聴
きいりました。
１月のマイステージ▶

１月17日㈰

　「お風呂」、「湯ったり」、「健康」をテー
マにした川柳を募集しています。魅力
ある一句をお待ちしております！詳し
くは下記までお問い合わせください。

～湯ったり川柳募集中！～

問　湯ったり勝山（市民交流センター1階）
☎88 ｰ 3722

　　地域包括支援センター「やすらぎ」
（すこやか内）　☎87 ｰ 0900

緊急メールサービスの
登録はお済みですか？
　防災無線が聞き取りづらい状況
でも、防災情報や気象警報を知る
ことができます。まだ登録されて
いない方は、ぜひご登録ください。
問　総務課（市役所２階）　☎88 ｰ 1116

※ 詳しくは恐竜博物館のホームページをご覧ください

　

病
気
や
け
が
を
治
す
の
に
役
立

つ
「
薬
」
で
す
が
、
程
度
に
差
は

あ
れ
、
ど
ん
な
薬
で
も
副
作
用
を

起
こ
す
危
険
が
あ
り
ま
す
。
医
師

や
薬
剤
師
の
指
示
に
従
い
、
正
し

く
服
用
し
ま
し
ょ
う
。

①
タ
イ
ミ
ン
グ
を
守
る

　

薬
は
、
そ
れ
ぞ
れ
決
め
ら
れ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
に
飲
ま
な
い
と
効
果

が
な
か
っ
た
り
、
副
作
用
を
生
じ

た
り
し
ま
す
。
必
ず
決
め
ら
れ
た

タ
イ
ミ
ン
グ
で
服
用
し
ま
し
ょ

う
。

②
量
を
守
る

　

薬
は
、
定
め
ら
れ
た
量
よ
り
多

く
飲
ん
で
も
、
よ
く
効
く
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

逆
に
副
作
用
や
中
毒
が
現
れ
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

③
飲
み
合
わ
せ
に
注
意
す
る

　

複
数
の
薬
を
服
用
す
る
と
、
飲

み
合
わ
せ
で
薬
が
十
分
効
か
な
い

場
合
や
、
効
き
す
ぎ
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

　

ま
た
、
食
品
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト

に
も
薬
と
飲
み
合
わ
せ
が
悪
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。

　

必
ず
医
師
や
薬
剤
師
に
服
用
中

の
薬
や
サ
プ
リ
メ
ン
ト
な
ど
を
伝

え
ま
し
ょ
う
。

問   

健
康
長
寿
課
（
す
こ
や
か
内
）

☎
87
‐
０
8
8
8

QRコードを
読み取り

空メールを送信

≪用法の指示≫
食　前：食事の30分～ 1時間前
食　後：食事の後30分以内
食　間：食事の2時間後
　　　　※食事中ではありません
就寝前：就寝30分前
頓　服：発作時や症状のひどいとき

雪
の
中

　
　

湯
っ
た
り
く
つ
ろ
ぐ

至
福
の
時


